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最新値 目標値 達成度 評価
指標の
ウエイト

1 d 116,088 107,643 107.8% a 1.00

2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

d ａ

２　市民生活実感評価　　*この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。
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104 125 36 8

20.1% 24.2% 7.0% 1.5%
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20.9% 22.8% 5.0% 3.3%
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概要

3

施策番号 1201

施策名 世界中のひとびとを引き寄せる京都の魅力の向上と発信

産業観光局・観光部

　景観，観光，文化，環境等，京都がもつ魅力を向上させ，世界各国に効果的な情
報発信を行うとともに，海外からの訪問者が快適に行動できるよう受入環境の充実
を図り，世界中のひとびとを引き寄せるまちとする。

‐

担当局・部室

上位政策

‐

総合企画局・国際化推進室 共管局・部室

a 84,391

‐‐

施策の評価

施策に関係する
主な分野別計画等

１　客観指標評価

コンベンション参加者数（人）

‐

24年度

25年度評価

前回値

12　国際化

京都市国際化推進プラン，未来・京都観光振興計画2010+5，京都市ＭＩＣＥ戦略

23年度指標名

25年度回答

‐

521

‐

‐

設問

‐

‐‐

‐

‐
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‐

客観指標総合評価

京都には，世界から観光，留学，ビジネス等を目的とし
て訪れるひとびとを引き寄せる魅力と，受入環境があ
る。

京都は，文化資産の継承，環境にやさしい取組などを通
して，平和都市として国際社会に貢献している。
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３　総合評価（客観指標総合評価＋市民生活実感調査総合評価）

ａ ｂ

23
年
度

＜この施策を構成する事務事業＞

1 9,870 11,002
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＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

＜今後の方向性＞

普通京都文化交流発信事業の推進

・国公賓客や市賓客の受入時に京都の魅力を発信する取組を継続して実施する。
・京都創生の取組等を通じて，京都のもつ様々な魅力を向上させる。
・京都のもつ様々な魅力を向上させ，世界に対して発信するため，庁内関係部局間の連携を密にする
とともに，市民が外国の文化に触れる機会を増やし，おもてなしの心の向上，受入環境の充実を図
る。
・多言語のホームページにて，京都が地震や福島第一原発事故の影響を受けておらず，安全であるこ
とを世界に対して発信する取組を継続して実施する。
・京都が持つ魅力を包括的かつコンパクトにまとめた多言語版のDVD（平成23年3月末作成）を，引き
続き，海外を訪問する交流団体や大学等，及び海外からの賓客等に配布し，様々な機会を通して京都
市をＰＲする手段として活用していく。

事業費の状況（千円）

24年度
決算額

担当局

（原因分析）
・客観指標評価は，コンベンション参加者数が，東日本大震災の影響から順調に回復し増加した
ことにより，a評価となったものと考えられる。
・総合評価はB評価となった。これは市民生活実感調査が2設問ともb評価となったことが影響して
いる。2設問とも京都市政の複数分野にわたる設問であるにも関わらず，概ね良い評価がされて
おり，文化遺産や大学の集積といった京都の強みが反映された結果となっている。

B

（重み付けの理由）
　世界への京都の魅力発信に対する評価は，市民の意識が重視されるべきであると考えるため，また，京都
の魅力は多岐にわたるものであり，客観指標総合評価では全ての分野が網羅できないため，市民生活実感
調査総合評価を重視する。

C

B

□　客観指標重み付け

施策の目的がかなり達成されている

25年度事務事業評価結果
における目標達成度評価25年度

予算額

総合企画局

事業名

今後の方向性の検討

24
年
度

☑　市民の実感



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 107.8%

数値 目標年次 達成度

数値

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

23 24 25

a d a

担当課 観光MICE推進室 連絡先 ２２２－４１３０

施策名 1201 世界中のひとびとを引き寄せる京都の魅力の向上と発信

指標名 コンベンション参加者数（人）

数値 根拠

過去5年間の最高値

備考

1年間に京都市域内で開催された会議で，日本を含め3箇国以上から総勢50名以上の参加のあった国際会議に参加
した人数

経済，文化，国際交流等の様々な分野への波及
効果を伴う国際MICE都市の実現に向けた進捗状
況を示す指標

出典：京都文化交流コンベンションビューロー「京都
で開催の国際会議」，日本政府観光局「国際会議統
計」

前回数値 最新数値
推移

目標値

23年度 24年度

84,391 116,088 31,697人増 107,643

最新の数値が
a：過去5年間の最高値以上
b：過去5年間の上中間値（最高値と平均値
の中間値）以上～最高値未満
c：過去5年間の平均値以上～上中間値未満
d：過去5年間の下中間値（平均値と最低値
の中間値）以上～平均値未満
e：過去5年間の下中間値未満

各年度の具体的な数値目標の設定が困難で
あるため，過去5年間の数値の推移で評価す
る。

最高値　107,643人（平成22年）
平均値   86,422人
最低値　 65,200人（平成20年）

全国順位
中長期目標 数値の公表時期の関係によ

り，評価は暫定値で行う。
前回数値については実数に修
正している。

根拠


